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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。

ADC12V170
12ビット、170MSPS、1.1GHz帯域幅 LVDS出力 A/Dコンバータ
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概要

ADC12V170は、LVDS出力の高性能 CMOS A/Dコンバータで
す。この A/Dコンバータは、アナログ入力信号を 12ビットのデジ
タル・ワードに最高毎秒 170Mサンプル (MSPS)で変換する性能
を備えています。データはデュアル・データレート(DDR)フォーマッ
トでチップから出力されます。そのため、出力クロックの両エッジ
を使用して、パッケージサイズの小型化を実現しています。デジ
タル・エラー補正機能とサンプル / ホールド回路を備えた差動式
パイプライン型アーキテクチャを採用し、消費電力も外部回路数も
最小限に抑えながらすぐれた性能を発揮します。独自のサンプ
ル・アンド・ホールド回路段によって 1.1 GHzというフルパワー帯
域を実現しています。ADC12V170はデュアルの＋3.3Vと＋1.8V
の電源で動作し、170MSPSにおける消費電力は 781mWです。

デジタル出力インタフェースの電源を独立の＋ 1.8V電源にすれ
ば、低ノイズの低電力動作が可能です。パワーダウン機能によっ
て消費電力は 15mWまで抑えられ、わずかなウェイクアップ時間
で通常動作に復帰できます。また、消費電力が 50mWでウェイ
クアップ時間がさらに短いスリープ機能もあります。

差動入力は、フルスケール差動入力振幅がリファレンス電圧の 2
倍です。ADC12V170は、提供される安定した 1.0V内部リファ
レンスまたは外部リファレンスで動作できます。

クロックモード (差動かシングルエンド )と出力データ・フォーマット
(オフセット・バイナリか 2の補数 )はピン選択で可能です。デュー
ティ・サイクル・スタビライザによって、広範囲な入力クロック・デュー
ティ・サイクルで性能を保持します。

ADC12V170は ADC14V155とピン互換です。ADC14V155は
48ピンの LLPパッケージで提供され、産業用温度範囲 (－ 40℃
～＋ 85℃ )で動作します。

特長

■ 1.1GHzフルパワー帯域幅

■ サンプル /ホールド回路内蔵

■ 1.0V高精度リファレンス内蔵

■ クロックモード : 差動またはシングルエンド

■ クロック・デューティ・サイクル安定化回路

■ デュアル＋ 3.3Vおよび＋ 1.8V電源で動作

■ パワーダウン・モードとスリープ・モード

■ 出力データ・フォーマットはオフセット・バイナリまたは 2の補数

■ LVDS出力

■ ピン互換 : ADC14V155

■ 48ピンLLPパッケージ (7×7×0.8mm、0.5mmピンピッチ )

主な仕様
■ 分解能 12ビット
■ 変換レート 170MSPS
■ S/N比 (fIN＝ 70MHz) 67.2dBFS (typ)
■ SFDR (fIN＝ 70MHz) 85.8dBFS (typ)
■ 有効ビット(ENOB) (fIN＝ 70MHz) 10.9ビット(typ)
■ フルパワー帯域幅 1.1GHz (typ)
■ 消費電力 781mW (typ)

アプリケーション
■ 高 IFサンプリング・レシーバ

■ 無線基地局レシーバ

■ パワーアンプ線形

■ マルチ・キャリア、マルチモード・レシーバ

■ 試験装置および測定機器

■ 通信機器

■ レーダ・システム

ブロック図
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ピン配置図

製品情報
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ピン説明および等価回路

ピン番号 記号 等価回路 説明

アナログ I/O

3 VIN－ 差動アナログ入力ピン。差動フルスケール入力信号レベルは、リ
ファレンス電圧の 2 倍です。各入力ピン信号はコモンモード電圧
VCMを中心電圧として入力されます。

4 VIN＋

43 VRP
これらのピンを、低 ESL (等価直列インダクタンス )の 0.1μFコンデ
ンサで AGNDにバイパスし、それは浮遊インダクタンスを最小にす
るためピンのごく近くに配置する必要があります。0.1μFコンデンサ
と10μFコンデンサを並列にして、VRPとVRNの間のできるだけピ
ンの近くに配置する必要があります。0.1μFコンデンサはできるだけ
短くしてください。 (推奨 0201)
VRPと VRNには負荷をかけないようにしてください。VRMは温度
的に安定した 1.5Vリファレンスとして、1mAまでの負荷に対応でき
ます。
VRMは、差動アナログ入力 VIN＋および VIN－用のコモンモード
電圧 VCMの供給に使用することを推奨します。

45 VRM

44 VRN

46 VREF 

このピンは、＋ 1.0V内部リファレンス電圧出力 (内部リファレンス動
作 )または外部リファレンス電圧入力 ( 外部リファレンス動作 )とし
て使用されます。内部リファレンスを使用するには、VREF は、低
等価直列インダクタンス (ESL)の 0.1μFコンデンサで AGNDにデ
カップルする必要があります。このモードでは、VREFはデフォルトで
1.0V内部リファレンス電圧の出力になります。
外部リファレンス電圧を使用するには、このピンを低ノイズ外部リファ
レンス電圧でオーバードライブします。このピンへの入力インピーダン
スは 9kΩです。したがって、このピンをオーバードライブするには、
外部リファレンス源の出力インピーダンスを <<9kΩにする必要があ
ります。
このピンは、電流のソースまたはシンクとして使用しないでください。
フルスケールの差動入力電圧範囲は 2 * VREFです。

8 CLK_SEL/DF

入力クロック・モードと出力データ・フォーマットを制御する4値状
態のピン。
CLK_SEL/DF＝VAとすると、 CLK＋および CLK－は差動クロッ
ク入力として構成されます。出力データ・フォーマットは、2の補
数です。
CLK_SEL/DF =(2/3 )*VAで、CLK＋とCLK－は、差動クロック
入力として構成されます。出力データ・フォーマットは、オフセット・
バイナリです。
CLK_SEL/DF =(1/3 )*VA、CLK＋は、シングルエンド・クロック
入力として構成され、CLK－はAGNDに接続する必要がありま
す。出力データ・フォーマットは、2の補数です。
CLK_SEL/DF = AGND、CLK＋は、シングルエンド・クロック入
力として構成され、CLK－はAGNDに接続されなければなりませ
ん。出力データの形式はオフセット・バイナリです。

7 PD/Sleep

パワーダウン・モードとスリープ・モードを制御する3値状態入力。
PD/Sleep＝VAとすると、パワーダウン・モードとなります。パワー
ダウン・ステートでは、リファレンス電圧回路がアクティブ状態を維
持し、消費電力が減少します。
PD/Sleep＝VA/2とするとスリープ・モードとなります。スリープ・
モードはパワーダウン・モードと似ていますが、このモードの方が消
費電力が多い分、復帰時間が短くなります。
PD/Sleep＝AGNDとすると、通常動作です。
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ピン説明および等価回路 (つづき)

ピン番号 記号 等価回路 説明

アナログ I/O

11 CLK＋ クロック入力ピンは、シングルエンド・クロック入力信号か差動クロッ
ク入力信号のいずれかを受け入れるように構成できます。
CLK_SEL/DF(ピン 8)によってシングルエンド・クロック・モードを選
択した場合、クロック入力信号を CLK ＋ピンに、CLK －ピンを
AGNDにそれぞれ接続します。
CLK_SEL/DF(ピン 8)によって差動クロック・モードを選択した場合
は、“＋”クロック入力をCLK＋ピンに、“－”クロック入力をCLK
－ピンにそれぞれ接続します。
アナログ入力は、クロック入力の立ち下がりエッジでサンプリングされ
ます。

12 CLK－

デジタル I/O

19
20
21
22
23
24
27
28
29
30
31
32

D1－ /D0－
D1＋ /D0＋
D3－ /D2－
D3＋ /D2＋
D5－ /D4－
D5＋ /D4＋
D7－ /D6－
D7＋ /D6＋
D9－ /D8－
D9＋ /D8＋

D11－ /D10－
D11＋ /D10＋

変換後の 12 ビット LVDS デジタル・データ出力ピン。データは、
DRDY＋ /－に同期する2:1の多重化によって提供されます。
偶数ビットは、DRDY の立ち上がりエッジで、奇数ビットは DRDY
の立ち下がりエッジでキャプチャする必要があります。
D0は LSBを表します。
D11はMSBを表します。

15
 16

OVR－
OVR＋

オーバーレンジ・インジケータ。この LVDS出力は、入力振幅が予
測される12ビット変換範囲 (0～ 4095)を超えるとHighに設定され
ます。

33
34

DRDY＋
DRDY－

データ・レディ・ストローブ。この LVDS出力は、出力データとクロッ
ク同期を取るために使用され、サンプリング・クロックと同じ周波数
です。データ・ワードの半分は、この信号の各エッジで出力されま
す。したがって、このクロックの各サイクルで完全な 12ビット・ワー
ドが転送されます。偶数ビットは、DRDY の立ち上がりエッジで、
奇数ビットはDRDYの立ち下がりエッジでキャプチャする必要があり
ます。 

17, 18 DL－ /DL＋ LVDS Lowロジック・レベル

アナログ電源

1, 6, 9, 37, 40, 
41, 48 VA

正のアナログ電源ピン。これらのピンはノイズのない＋ 3.3V電源に
接続してください。AGNDとの間のバイパス・コンデンサとして、各
電源ピンの近くに 0.01μFと0.1μFのコンデンサを各 1個接続して
ください。

2, 5, 10, 38, 
39, 42, 47 AGND アナログ電源のグラウンド・リターン。

デジタル電源

13 VD

正電圧のデジタル電源ピン。このピンはノイズのない＋ 3.3V電源に
接続してください。DGNDとの間のバイパス・コンデンサとして、電
源ピンの近くに 0.01μFと0.1μFのコンデンサを各 1個接続してくだ
さい。

14 DGND デジタル電源のグラウンド・リターン。

25, 36 VDR

出力ドライバ用の正のドライバ電源ピン。このピンはノイズのない
＋ 1.8V 電源に接続してください。DRGNDとの間のバイパス・コ
ンデンサとして、電源ピンの近くに 0.01μFと0.1μFのコンデンサを
各 1個接続してください。

 26, 35 DRGND

デジタル出力ドライバ電源のグラウンド・ピン。システムのデジタル・
グラウンドに接続してください。ただし、A/Dコンバータの DGNDま
たは AGNDピンの近くには接続しないでください。詳細はセクショ
ン 6.0「レイアウトとグラウンド構成」を参照ください。
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絶対最大定格 (Note 1、2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1、2) 

電源電圧 (VA、VD) － 0.3V～ 4.2V

電源電圧 (VDR) － 0.3V～ 2.35V

|VA－VD| ≦ 100mV

全入力ピン
(4.2V以内 )

－ 0.3V～ (VA＋ 0.3V)

各出力ピンの電圧
(2.35V以内 )

－ 0.3V～ (VDR＋ 0.2V)

電源ピン以外の各ピンの入力電流 (Note 3) ± 5mA

パッケージの入力電流 (Note 3) ± 50mA

最大接合部温度 (TJ) ＋ 150℃

熱抵抗 (θJA) 24℃ /W

パッケージ消費電力 (TA＝ 25℃ ) (Note 4) 5.2W 

ESD定格

人体モデル (Note 5) 2,000V

マシン・モデル (Note 5) 200V

デバイス帯電モデル 1,000V

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

ハンダ付けのプロセスは、National Semiconductor's Reflow 
Temperature Profile規格に準拠してください。
www.national.com/JPN/packaging/ を参照してください。 (Note 6)

動作温度範囲 － 40℃≦ TA≦＋ 85℃

電源電圧 (VA、VD) ＋ 3.0V～＋ 3.6V

出力ドライバ用の電源 (VDR) ＋ 1.6V～＋ 2.0V

クロック入力 (CLK＋、 CLK－ ) － 0.05V～ (VA＋ 0.05V)

クロック・デューティ・サイクル 30/70 %

アナログ入力ピン (VIN＋、VIN－ ) 0V～ 2.6V

アナログ入力コモンモード (VCM) 1.4V～ 1.6V

|AGND－DGND| ≦ 100mV
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コンバータの電気的特性
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170 MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイナリ・フォーマッ
トに対して適用されます。標準値は TA＝ 25℃のときのものです。太字表記のリミット値はTMIN≦ TA≦ TMAXに適用されます。その
他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます (Note 7、8、9)。
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コンバータの電気的ダイナミック特性
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170 MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイナリ・フォーマッ
トに対して適用されます。標準値は TA＝ 25℃のときのものです。太字表記のリミット値はTMIN≦ TA≦ TMAXに適用されます。その
他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます (Note 7、8、9)。
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ロジックおよび電源の電気的特性
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイナリ・フォーマッ
トに対して適用されます。標準値は TA＝ 25℃のときのものです。太字表記のリミット値はTMIN≦ TA≦ TMAXに適用されます。その
他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます (Note 7、8、9)。
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タイミング仕様とAC特性
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170 MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイナリ・フォーマッ
トに対して適用されます。代表値は TA＝ 25℃の場合の値です。タイミング測定は信号振幅の 50%で行われます。太字表記のリミッ
ト値は TMIN≦ TA≦ TMAXに適用されます。その他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます (Note 7、8、9)。

Note 1: 絶対最大定格とは、デバイスが破壊される可能性があるリミット値をいいます。動作定格とはデバイスの機能が保証される条件を示しますが、特定の性
能リミット値を示すものではありません。保証された規格値、試験条件については「電気的特性」を参照ください。保証された仕様は「電気的特性」
に記載されている試験条件においてのみ適用されます。記載の試験条件下でデバイスを動作させないと、いくつかの性能特性が低下することがありま
す。最大動作定格を超えた状態でデバイスを動作させてはなりません。

Note 2: 特記のない限り、すべての電圧はGND＝AGND＝DGND＝ 0Vを基準にして測定されています。

Note 3: いずれかのピンで入力電圧 (VIN) が電源電圧を超えた場合 (VIN＜ AGNDまたは VIN＞ VA)、そのピンの入力電流を± 5mA以下に制限しなければ
なりません。最大パッケージ入力定格電流 (± 50mA)により、電源電圧を超えて± 5mAの電流を流すことができるピン数は 10本に制限されます。

Note 4: 最大許容消費電力 PJ,maxは、TJmax、接合部周囲間熱抵抗 (θJA)、および周囲温度 (TA)によって決まり、PD,max＝ (TJ,max－TA )/θJAで表されます。
上記の最大許容消費電力の値にまで上がる場合は、デバイスが何らかの異常な状態で動作しているときのみです (例えば、入力ピンまたは出力ピンを電
源電圧を超えて駆動させている場合や電源の極性を逆転させている場合など )。このような条件での動作は避けなければなりません。

Note 5: 人体モデルの場合、100pFコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各ピンに放電させます。マシン・モデルでは、220pFのコンデンサから直列抵抗 0Ω
を通して各ピンに放電させます。

Note 6: リフロー時の温度特性は、そのパッケージが鉛フリーかどうかによって異なります。

Note 7: 以下に示すように、各入出力ピンは 1個のツェナーダイオードで保護されています。Note 3に従って電流制限を行うと、入力電圧が VAを上回った場合
や GNDを下回った場合でも本デバイスがダメージを受けることはありません。しかし、動作定格で記載されたように入力が 2.6V 以上にまたは GNDより
低い場合、A/D変換のエラーが発生します。

Note 8: 精度を保証するために、各電源電圧差を |VA－VD|≦ 100mVにし、かつそれぞれの電源ピンに別個のバイパス・コンデンサが必要となります。

Note 9: VREF＝＋ 1.0V (2VP-P差動入力 )のテスト条件で、12ビットの LSBは 488.3μVになります。

Note 10: 代表的性能値は、TA＝ 25℃のときのものであり、製品特性試験の時点でとり得る最適なパラメータの基準を表しています。代表的な仕様は保証されて
いるわけではありません。

Note 11: 積分非直線性 (INL)は LSBで表され、正と負のフルスケールを通る直線からのアナログ値の偏差として定義されます。

Note 12: 入力容量は、パッケージ /ピン容量とサンプル /ホールド回路容量の合計です。

Note 13: 最適な性能は、リファレンス入力を 0.9V～ 1.1Vに維持することで得られます。外部リファレンスを使用するアプリケーションには LM4051CIM3-ADJ (SOT-
23パッケージ )を推奨します。

Note 14: このテスト・パラメータは設計と特性評価によって保証されています。
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用語の定義
アパーチャ・ディレイ (APERTURE DELAY)は、クロック・パル
スが立ち下がってから入力信号が取り込まれるか保持されるかま
での時間です。

アパーチャ・ジッタ(アパーチャ不確定性) (APERTURE JITTER)
は、サンプルとサンプルの間のアパーチャ・ディレイのばらつきで
す。アパーチャ・ジッタは出力のノイズとして現れます。

クロック・デューティ・サイクル (CLOCK DUTY CYCLE)は、繰
り返しデジタル波形の周期に対する High の時間の比です。本
データシートに記載されているデューティ・サイクルの仕様は、
A/Dコンバータのクロック入力信号に対して適用されます。

コモンモード電圧 (COMMON MODE VOLTAGE: VCM)とは
 A/Dコンバータの両方の入力ピンに印加されるコモンDC電圧で
す。

変換レイテンシ (CONVERSION LATENCY)は、変換開始から
その変換結果が出力ドライバで得られるまでの期間をクロック・サ
イクル数で表したものです。任意のサンプリングに対するデータ
は、そのサンプリングが行われた後、パイプライン・ディレイに出
力ディレイが加算された時間の後に出力ピンで有効になります。
新しいデータはクロック・サイクルごとに出力ピンで有効ですが、そ
の出力データはパイプライン・ディレイ分の変換ラグがあります。

微分非直線性 (DIFFERENTIAL NON-LINEARITY: DNL)は、
理想的なステップである1LSBからの最大偏差として表されます。

有効ビット (EFFECTIVE NUMBER OF BITS: ENOB)は、信
号 /( ノイズ＋歪み )または SINADの別の規定方法です。ENOB
は (SINAD－ 1.76)/6.02として定義され、この値のビット数をもつ
完全なA/Dコンバータに等しいコンバータであることを意味します。

フルパワー入力帯域 (FULL POWER BANDWIDTH)は、フル
スケール入力に対して再現される出力基本周波数が低周波数
帯域における値に対して3dB落ちる部分までの周波数として測定
される帯域幅です。

ゲイン誤差 (GAIN ERROR)は、伝達関数の実測値と理想カー
ブとの偏差のことです。次式で計算できます。

ゲイン誤差＝正側フルスケール誤差－負側フルスケール誤差

正側ゲイン誤差と負側ゲイン誤差によって次のように表すこともで
きます。

正側ゲイン誤差＝正側フルスケール誤差－オフセット誤差
負側ゲイン誤差＝オフセット誤差－負側フルスケール誤差

積分非直線性 (INTEGRAL NON LINEARITY: INL)は、ゼロ
スケール ( 最初のコード遷移の 1/2LSB 下 )から正側フルスケー
ル (最後のコード遷移の 1/2LSB上 )まで引いた直線からそれぞ
れ個々のコードとの偏差として表されます。この直線から任意の
コードとの偏差は、各コード値の中央を基準として測定します。

混変調歪み (INTERMODULATION DISTORTION: IMD)は、
A/Dコンバータの入力に 2つの近接した周波数を同時に入力し、
結果として作り出される追加のスペクトラル成分です。元の周波
数のトータル・パワーに対する混変調成分のパワーの比として定
義されます。 IMDは通常 dBFSで表されます。

LSB (LEAST SIGNIFICANT BIT)は、全ビットのうち、最も小
さな値、または最も小さな重みを持ったビットです。この値は
VFS/2nとして表されます。"VFS" はフルスケール入力電圧、"n"
はA/Dコンバータの分解能 (ビット)です。

LVDS 差動出力電圧 (LVDS DIFFERENTIAL OUTPUT
VOLTAGE: VOD) は、それぞれグラウンドを基準として測定した
VDX＋電圧とVDX－電圧の差の絶対値です。

LVDS 出力オフセット電圧 (LVDS OUTPUT OFFSET
VOLTAGE: VOS)は、DX＋ピン出力電圧とDX－ピン出力電圧
の中点で、すなわち [VDx＋＋VDX－ ]/2です。

ミッシング・コード (MISSING CODES)は、A/Dコンバータから
出力されない出力コードです。ADC12V170は、ミッシング・コー
ドのないことが保証されています。

MSB (MOST SIGNIFICANT BIT)は、全ビットのうち、最も大き
な値、または最も大きな重みを持ったビットです。MSB の値はフ
ルスケールの 1/2に相当します。

負側フルスケール誤差 (NEGATIVE FULL SCALE ERROR)
は、最初のコード遷移点の実測値と(負側フルスケール＋0.5LSB)
の理想値とのずれです。

オフセット誤差 (OFFSET ERROR)とは、コード 2047から2048
への遷移を発生させるために必要な、2つの入力電圧の差
[(VIN＋ )－ (VIN－ )]です。

出力ディレイ (OUTPUT DELAY)は、クロック入力の立ち下がり
エッジから出力ピンにアップデートされたデータが現われるまでの
遅延時間です。

パイプライン・ディレイ (PIPELINE DELAY:LATENCY)につい
ては「変換レイテンシ」(CONVERSION LATENCY)を参照して
ください。

正側フルスケール誤差(POSITIVE FULL SCALE ERROR)は、
最後のコード遷移点の実測値と(正側フルスケール－1.5LSB)の
理想値とのずれのことです。

電源電圧除去比 (POWER SUPPLY REJECTION RATIO:
PSRR)は、電源電圧の変動を A/Dコンバータでどの程度除去
できるかを表したものです。PSRR は、最大 DC 電源限界値の
電源での A/D コンバータのフルスケールの出力に対する、最小
DC電源限界値の電源でのA/Dコンバータのフルスケールの出力
の比であり、dBで表わされます。

信号 /ノイズ比 (SIGNAL TO NOISE RATIO: SNR)は、クロッ
ク信号の 1/2 以下の周波数における、歪みとDC 成分を除いた
その他すべてのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号の
実効値の比で、dBで表されます。

信号 / ( ノイズ＋歪み ) 比 (SIGNAL TO NOISE PLUS
DISTORTION RATIO: S/(N＋ D)またはSINAD)は、クロック
信号の 1/2以下の周波数における、歪みを含め DC成分を除い
たその他すべてのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号
の実効値の比として表されます。

スプリアスフリー・ダイナミック・レンジ (SPURIOUS FREE
DYNAMIC RANGE: SFDR) は、入力信号の実効値に対する
ピーク・スプリアス信号との差で、dB で表されます。ここで言う
ピーク・スプリアス信号とは、出力スペクトラムに現われる任意の
スプリアス信号であり、入力に現われるものではありません。

全高調波歪み (TOTAL HARMONIC DISTORTION: THD)は、
2 次から 10 次までの歪み成分の実効値の総和に対する入力信
号の実効値 (rms値 )の比で、dBで表されます。全高調波歪み
THDは次式から求められます。

f1は基本周波数 (出力 )パワーの実効値 (RMS値 )、f2から f10
は出力スペクトラムに現れる高調波のうち2次から10次までの高
調波のパワーです。

第 2 次高調波歪み (2ND HARM)は、出力に現れる入力周波
数の RMSパワーと2次高調波レベルのパワーとの差を dBで表
した値です。

第 3 次高調波歪み (3RD HARM)は、出力に現れる入力周波
数の RMSパワーと3次高調波レベルのパワーとの差を dBで表
した値です。
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タイミング図

Output Timing

変換特性

FIGURE 1.   Transfer Characteristic (Offset Binary Format)
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代表的な性能特性、DNL、INL
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170 MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイナリ・フォーマッ
トに対して適用されます。代表値は TA＝ 25℃の場合の値です。 (Note 7、8、9)

DNL INL
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代表的な性能特性、ダイナミック性能
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170MHz、fIN＝ 70MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイ
ナリ・フォーマットに対して適用されます。代表値は TA＝ 25℃の場合の値です。

SNR, SINAD, SFDR vs. fIN

SNR, SINAD, SFDR vs. VA

SNR, SINAD, SFDR vs. VDR

DISTORTION vs. fIN

DISTORTION vs. VA

DISTORTION vs. VDR
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代表的な性能特性、ダイナミック性能
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170MHz、fIN＝ 70MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイ
ナリ・フォーマットに対して適用されます。代表値は TA＝ 25℃の場合の値です。

SNR, SINAD, SFDR vs. VREF

SNR, SINAD, SFDR vs. Temperature

DISTORTION vs. VREF

DISTORTION vs. Temperature
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代表的な性能特性、ダイナミック性能
特記のない限り、以下の仕様は VIN＝－ 1dBFS、AGND＝DGND＝DRGND＝ 0V、VA＝VD＝＋ 3.3V、VDR＝＋ 1.8V、内部
VREF＝＋ 1.0V、fCLK＝ 170MHz、fIN＝ 70MHz、VCM＝VRM、CL＝ 5pF/ピン、シングルエンド・クロック・モード、オフセット・バイ
ナリ・フォーマットに対して適用されます。代表値は TA＝ 25℃の場合の値です。

Spectral Response @ 70 MHz Input

Spectral Response @ 220 MHz Input

Spectral Response @ 350 MHz Input

Spectral Response @ 150 MHz Input

Spectral Response @ 250 MHz Input

Spectral Response @ 400 MHz Input
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機能説明
ADC12V170は、＋ 3.3Vと＋ 1.8Vの 2つの電源を使用し、差
動パイプライン・アーキテクチャと誤差補正回路とオンチップ・サン
プル /ホールド回路を使用して差動アナログ入力信号を12ビットま
でデジタル化し、最大性能を確保しています。

リファレンス電圧には外部リファレンスか 1.0V の安定した内部リ
ファレンスを使います。ADC12V170は、外部リファレンスは 0.9V
～ 1.1V ( 推奨は 1.0V)でオンチップ・バッファされるため、リファ
レンス・ピンの駆動は容易です。＋ 1.8V出力ドライバ電源は、消
費電力と、コンバータ出力のノイズを低減します。

4値の機能ピンCLK_SEL/DF (8ピン )によって、ユーザーは、シ
ングルエンドか差動クロック入力の選択と、オフセット・バイナリか
2 の補数出力データ形式の選択ができます。デジタル出力は、
LVDS対応信号であり、クロック入力と同じレートで、同期データ・
レディ出力信号 (DRDY、33、34ピン )によって、クロック出力さ
れます。ADC12V170は 5MSPS～ 170MSPS (typ)のクロック周
波数に対応しており、170MSPSにおいて全範囲の性能を規定し
ています。アナログ入力は、クロックの立ち下がりエッジで取得さ
れ、所定サンプルに対するデジタルデータは、パイプラインによっ
て 7.5クロック・サイクル遅れてDRDY信号の立ち下がりエッジで
出力されます。奇数データ・ビットは、DRDY 信号の立ち上がり
エッジでキャプチャし、偶数データ・ビットはDRDY信号の立ち下
がりエッジでキャプチャされます。

パワーダウンは、PD/スリープ・ピン (7ピン )を使用して選択可能
です。PD/ スリープ・ピンをロジック High にすることによって、リ
ファレンス電源回路以外がすべてディスエーブルになり、コンバー
タ消費電力が 15mWまで低減します。PD/スリープ・ピンが
VA/2にバイアスされると、チップはスリープ・モードになります。ス
リープ・モードではリファレンス電圧回路と関連するチップ内のバッ
ファ以外がすべてディスエーブルとなり、消費電力が 50mWまで
下がります。ADC12V170の復帰時間 (ウェイクアップ時間 )は、
パワーダウン・モード時よりもスリープ・モード時のほうが迅速です。
通常動作では、PD/スリープ・ピンをアナログ・グラウンド (AGND)
に接続する必要があります。デューティ・サイクル・スタビライザ
は、クロック・デューティ・サイクルの広範囲にわたって性能を保
持します。

アプリケーション情報

1.0 動作条件

ADC12V170の動作条件としては次の各値を推奨します。

3.0V≦ VA≦ 3.6V

VD＝VA

VDR＝ 1.8V

5 MHz≦ fCLK≦ 170MHz 

1.0V内部リファレンス 

0.9V≦ VREF≦ 1.1V (外部リファレンスの場合 )

VCM＝ 1.5V (VRMから )

シングルエンド・クロック・モード

2.0 アナログ入力

2.1 信号入力

2.1.1 差動アナログ入力ピン

ADC12V170には、1 対のアナログ信号入力ピン、VIN＋および
VIN－があり、差動入力ペアを構成します。入力信号 VINは次
のように定義されます。

VIN＝ (VIN＋ )－ (VIN－ )

Figure 2 は、入力信号として予想される範囲を示したものです。
コモン・モード入力電圧 (VCM)は 1.5Vでなければならないことに
注意してください。VCMに対して VRM (45ピン )を使用すると、
アナログ入力信号として最適な入力コモンモード・レベルになりま
す。個々の入力信号のピークは、決して 2.6V を超えてはなりま
せん。差動ペアの各アナログ入力ピンは、リファレンス電圧 VREF
と等しいピーク間電圧であり、互いに 180°位相がずれた状態で、
VCMが中心である必要があります。各アナログ入力ピンにおける
ピーク・ツー・ピーク電圧振幅はリファレンス電圧の値を超えては
なりません。その値を超えると出力データはクリッピングが生じてし
まいます。

FIGURE 2.   Expected Input Signal Range

単一周波数の正弦波に対する LSB のフルスケール誤差は次式
で近似できます。

EFS＝ 4096 (1－ sin (90°＋ dev))

"dev"は、互いに 180°の相対位相差を持つ 2 つの信号間の角
度誤差です (Figure 3を参照 )。入力信号の周波数が 1つだけ
のときは、位相差があると ( つまり差動信号の位相差が正確に
180°になっていないと)、実効フルスケール入力の範囲が狭くなっ
てしまいます。複雑な波形では、角度誤差は歪みの原因となりま
す。

FIGURE 3.   Angular Errors Between the Two Input 
Signals Will Reduce the Output Level or Cause Distortion

アナログ入力ピンを駆動する信号源のソース・インピーダンスは
100Ω 未満にしてください。差動入力のソース・インピーダンス・
マッチングを行うと、偶数次高調波特性が改善されます (特に第
二高調波 )。

Table 1 は、ADC12V170 の入力と出力との関係を示したもので
す。
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アプリケーション情報 (つづき)

TABLE 1.  Input to Output Relationship

2.1.2 アナログ入力の駆動

ADC12V170 の VIN＋、VIN－の入力は、アナログ・スイッチと
それに続くスイッチト・キャパシタ・アンプから構成されています。
アナログ入力は、NMOS スイッチ経由によってサンプリング・コン
デンサに接続され、各アナログ入力にはそれに関連する寄生容
量があります。

クロックが Highのとき、コンバータはサンプル状態にあります。ア
ナログ入力は、NMOS スイッチによってサンプリング・コンデンサ
に接続されているため、アナログ入力ピンにおけるキャパシタンス
はあたかも、ピン・キャパシタンス＋内部サンプル / ホールド回路
キャパシタンス (およそ 9pF)のように見えます。クロック・レベルが
Highの間、サンプリング・コンデンサは変化するアナログ入力電
圧に追従します。クロックが HighからLowに遷移するとき、コン
バータはホールド状態になり、その間はアナログ入力はサンプリン
グ・コンデンサから切り離されます。クロック遷移前にアナログ入
力に発生した最後の電圧は、サンプリング・コンデンサで保持さ
れ A/Dコンバータのコアに送出されます。ホールド状態時のアナ
ログ入力のキャパシタンスは、ピン・キャパシタンスと各アナログ入
力のサンプル・ホールド回路に関連する寄生容量の合計です (お
よそ 6pF)。クロック信号が LowからHighに遷移すると、アナロ
グ入力がサンプリング・コンデンサに再接続され、次のサンプルが
キャプチャされます。通常、サンプリング・コンデンサに保持され
た電圧値とアナログ入力の新しい電圧値には差があります。これ
は、充電グリッチの原因となります。このグリッチは、アナログ入
力ピンに現れる 2 つのサンプルの間の電圧差に比例します。入
力回路は、クロック信号が再び Lowになる前にサンプリング・コ
ンデンサをセトリングさせるだけの十分な高速性が必要です。セト
リング・タイムが不十分な場合は、SFDR性能が低下します。

シングルエンドから差動信号への変換回路を Figure 4 に示しま
す。高周波入力信号に対してはトランスを推奨します。トランスを
2次側で終端するのには、2つの利点があります。1つは、A/D
コンバータ入力に対して真の広帯域インピーダンスとなることで、も
う 1 つは、差動サンプル /ホールド回路の両側からの充電グリッ
チに対するコモン経路となることです。

トランスを使用してシングルエンドから差動に変換を行う際の弱点
は、ほとんどの RFトランスの低周波側の性能が低いことです。差
動アンプは、低周波アプリケーションのアナログ入力の駆動に使
用できます。クロックが Highになりサンプルが A/Dコンバータのコ
アを通過する前にアンプは、サンプル /ホールド動作から生じるア
ナログ入力の充電グリッチから落ちつくまでのセトリング・タイムが
十分高速である必要があります。

コンバータの SFDR性能は、サンプル /ホールド充電グリッチがい
かに速くセトリングするかに影響され、使用する外部信号コンディ
ショニング回路に依存します。Figure 4に示す外部抵抗とコンデ
ンサを使用して、A/Dコンバータの入力における充電グリッチを外
部駆動回路から分離し、コンバータ入力側の広帯域ノイズをフィ
ルタする必要があります。取り付ける位置は A/Dコンバータのす
ぐ近くにしてください。A/Dコンバータの入力ピンが全体の中でも
最も高感度な部分であり、入力信号にフィルタをかけるには最後
のポイントであるためです。ナイキスト・アプリケーションの場合は

A/Dコンバータのサンプリング・レートに RCポールを設定してくだ
さい。RCポールを設定する際はサンプリング・モード時の A/Dコ
ンバータの入力容量を考慮する必要があります。広帯域アンダー
サンプリング・アプリケーションの場合、リニアな遅延応答を維持
するために、最大入力周波数の 1.5倍から2倍程度の周波数に
RCポールを設定してください。

2.1.3 入力コモンモード電圧

入力コモンモード電圧 VCMは 1.4V～ 1.6Vの範囲とし、アナロ
グ信号のピーク電圧がグラウンドを下回らないように、かつ、2.6V
を上回らないように設定しなければなりません。入力コモンモード
電圧としてVRM (45ピン )の使用を推奨します。

2.2 基準電圧ピン

ADC12V170は内部リファレンス電圧 1.0V、あるいは外部リファレ
ンス電圧 1.0Vで動作するよう設計されていますが、外部リファレ
ンス電圧 0.9V～ 1.1Vの範囲であれば問題なく動作します。外
部リファレンス入力が VREFピンに加えられないときは、内蔵 1.0V
のリファレンス電圧がデフォルト条件です。VREF ピンに 0.9V ～
1.1Vの範囲の電圧を印加した場合は、その電圧がリファレンスと
して使用されます。VREF ピンは、リファレンス電圧入力ピンの近
くに 0.1μFコンデンサを配置して常にグラウンドにバイパスしてくだ
さい。基準電圧を下げるとADC12V170の信号 /ノイズ比 (SNR)
が低くなります。リファレンス電圧 (と入力信号振幅 )を 1.1V以
上に高めると、特に入力周波数が高い場合に、フルスケール入
力の THD性能を低下させる可能性があります。

リファレンス電圧および入力信号に対するすべてのグラウンドは、
グラウンド経路に流れるノイズ電流の影響を抑えるため、アナログ・
グラウンド層に対して一点アースで接続するのが極めて重要にな
ります。

バイパス用にリファレンス電圧バイパス・ピン (VRP、VRM、VRN)
を備えています。これらのピンのすべてとグラウンドの間に 0.1μF
のコンデンサを 1 つずつ挿入してください。Figure 4 に示すよう
に、0.1μFと10μFコンデンサをVRPとVRNピンの間に挿入して
ください。この回路は、SFDRや SNR、またはその両方を悪化さ
せる可能性のあるリファレンスの発振を防ぐために必要です。
VRMは温度的に安定した 1.5Vリファレンスとして、1mAまでの
負荷に対応できます。他のピンには負荷を接続しないでください。

この指定値よりも小容量のコンデンサを使用すると、パワーダウン・
モードやスリープ・モードからの復帰時間が短くなりますが、ノイズ
性能を低下させる原因になることがあります。VRMを除くこれらの
ピンに負荷を接続すると性能劣化を引き起こす場合があります。

リファレンス・バイパス・ピンの公称電圧は次のとおりです。

VRM＝ 1.5V

VRP＝VRM＋VREF/2

VRN＝VRM－VREF/2
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2.3 制御入力

2.3.1 パワーダウンとスリープ (PD/スリープ )

パワーダウン・モードとスリープ・モードは、この 3値の入力ピンに
よってイネーブルになります。Table 2にこのオプションの使用方法
を示します。

TABLE 2.  Power Down/Sleep Selection Table

コンバータが使用されていないとき、パワーダウン・モードおよびス
リープ・モードによって電力を節約できます。パワーダウン状態で
は、アナログ回路のバイアス電流はリファレンス電圧を除いてすべ
てシャットダウンして、15mW まで消費電力を低減します。スリー
プ・モードでは、ウェイクアップ時間をさらに短縮するため一部の
バッファ回路がアクティブ状態のままになります。スリープ・モード
の消費電力は 50mW です。いずれのモードも、出力データ・ピ
ンは不定になりパイプライン内のデータは破壊されます。

スリープ・モードとパワーダウン・モードからの復帰時間は、VRP、
VRM、VRNのリファレンス・バイパス・ピン (43ピン、44ピン、45
ピン )の容量で決まります。A/Dコンバータが動作していない間に
電荷を失ったこれらのコンデンサは、正確な変換を得る前に、オ
ンチップ回路による再充電が必要です。パワーダウン・モードの
復帰時間は、推奨部品の値を使用した場合でおよそ 3msです。
復帰時間はスリープ・モードの方が短くなっています。小容量の
コンデンサを使用するとパワーダウン・モードやスリープ・モードか
らの復帰時間が短くなりますが、性能が低下します。

2.3.2 クロック・モード選択 /データ・フォーマット (CLK_SEL/
DF)

シングルエンド対差動クロック・モードと出力データ・フォーマットは、
この 4 値の機能ピンを使用して選択できます。クロック・モードと
出力データ・フォーマットの選択方法をTable 3に示します。
TABLE 3.  Clock Mode and Data Format Selection Table

3.0 クロック入力

CLK＋とCLK－信号は、サンプリング処理のタイミングをコントロー
ルします。CLK_SEL/DFピン (8ピン )によって、差動またはシン
グルエンド・クロック・モードでA/Dコンバータを構成できます (セ
クション 2.3.2 参照 )。差動信号を成す 2 つの入力信号は、位
相差はちょうど 180°にし、振幅は同じにしてください。シングルエ
ンド・クロック・モードでは、クロック信号は CLK＋入力に送出し、
CLK－入力は、Table 3の正しい設定の組合せで AGNDに接
続する必要があります。

最適のノイズ特性を実現するために、クロック入力は電気的特性
表で示される範囲で、安定した低ジッタ・クロック信号で駆動して
ください。また、クロック入力信号は、遷移時間が短くなければ
なりません。これは、低ジッタ・サイン波クロック信号源を高速バッ

ファ・ゲートに通すことによって達成できます。この設定を Figure
4に示します。クロック信号の配線パターンは最短とし、アナログ、
デジタルを問わず、直角でも他の一切の信号線と交差しないよう
にしてください。Figure 4に推奨のクロック入力回路を示します。

また、クロック信号は内蔵ステート・マシンも駆動します。CLKが
途切れると、内部キャパシタに充電されていた電位が徐々に下
がってきます。この電位が一定値以下になると出力データの精度
が低下します。サンプリング・レートの下限が規定されているのは
このためです。

クロック・ラインはラインの特性インピーダンスによってソース端で終
端しなければなりません。クロック線路は、ライン全長にわたって
インピーダンスを一定に保つように注意してください。特性インピー
ダンスの求め方はアプリケーション・ノートAN-905を参照してくだ
さい。

A/Dコンバータのクロック・ピンを駆動するクロック源で他の負荷を
駆動しないようにしてください。クロック源から他の入力負荷も駆
動している場合は、クロック・ラインの特性インピーダンスに等しい
抵抗と次に示す容量のコンデンサを用いた直列 RC 回路を用い
て、グラウンドにAC終端を行ってください。

ここで tPDはクロック配線の信号伝搬遅延時間、"L"は配線長、
Zoはクロック配線の特性インピーダンスです。終端回路は、A/D
コンバータのクロック・ピンのできるだけ近くに、しかもクロック源か
ら見てクロック・ピンよりも遠い側になるように配置します。tPDの代
表値は FR-4 基板材料でおよそ 150ps/インチ (60ps/cm) です。
"L"とtPDの単位系は同一にして計算します (ヤード系またはメー
トル系 )。

クロック信号のデューティ・サイクルは A/Dコンバータの性能に影
響を与えることがあります。正確なデューティ・サイクルの達成が
困難なので、ADC12V170 ではデューティ・サイクル・スタビライ
ザを備えています。クロックのデューティ・サイクル 30%～ 70%の
範囲で性能を維持するように設計されています。

4.0 デジタル出力

デジタル出力は、LVDS信号の D0-D11、DL、DRDY、OVRか
らなります。

ADC12V170は、18本の LVDS対応データ出力ピンを備えてい
ます。すなわち、変換された入力値に対応する12個のデータ出
力ビット、かならず LVDS Low に設定される 2 出力ピン、出力
データのキャプチャに使用されるデータ・レディ(DRDY)信号およ
びサンプル振幅が 12ビットの変換範囲を超えるとき、Highにセッ
トされるオーバーレンジ・インジケータ (OVR)がそれです。PD/ス
リープ・ピンに Lowレベルの電圧を印加している間は、これらの
出力ピンに有効なデータが出力されます。

奇数データ・ビットは、DRDY の立ち下がりエッジで、偶数デー
タ・ビットは DRDYの立ち上がりエッジでキャプチャする必要があ
ります。

容量の多いバスを駆動するときは注意が必要です。変換のたび
に出力ドライバで充電しなければならない容量が増えるほど、VDR
とDRGNDに流れる瞬時デジタル電流の量が増えます。このよう
な大きな充電電流スパイクは、チップ上でのグラウンド・ノイズの原
因となり、またアナログ回路部にも結合するため、動的性能が劣
化しかねません。適切なバイパスの追加、出力容量の軽減、さ
らにはグラウンド層を注意深く設計すれば、このような問題が回避
されます。また、バス・ラインの負荷容量が仕様値 5pF/ピンを超
えると tODが増え、その結果、A/Dコンバータの出力データのセッ
トアップ時間とホールド時間が短くなります。それによって、動的性
能が劣化するのを避けられます。
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デジタル出力のスイッチングによるノイズを最小限にするには、デジ
タル出力の負荷電流を最小限にします。そのためには PCBライ
ンを 2インチ未満に保ちます。これより長いとノイズの影響をさらに

受け易くなります。100Ωの終端抵抗をできるだけ受信回路に近
づけてください。Figure 4参照。

FIGURE 4.   Application Circuit using Transformer Drive Circuit (If 14-bit compatibility is not required do not connect 
pin 17 and 18)

5.0 電源構成の考慮事項

どの電源ピンも当該ピンの近くにバイパス・コンデンサとして 0.1μF
コンデンサと0.01μFセラミック・コンデンサを 1つずつ挿入してく
ださい。直列インダクタンスが小さいリードレス・チップ・コンデン
サを推奨します。

あらゆる高速コンバータと同じように、ADC12V170も電源ノイズに
敏感です。また、ADC12V170のアナログ電源ピンに乗るノイズ・
レベルは 100mVP-Pよりも低く抑えてください。

いずれのピンも、電源電圧より高い電圧を加えることはたとえ瞬時
であっても許されません。電源オンと電源オフの間は特に注意し
てください。

VDRピンは出力ドライバ用の電源ピンで、1.6V～ 2.0Vの範囲で
動作します。これによって、低電力動作が可能になり、デジタル
出力からアナログ回路へのノイズ・カップリングの影響が低下する
とともに、低電圧デバイスとそのシステムのインタフェースを簡単に
します。ただし、VDRを低くすると tODが長くなる点に注意してく
ださい。

6.0 レイアウトとグラウンド構成

適切なグラウンド処理とすべての信号ラインの適切な配線は、正
確な変換を確保するには必須の条件です。ADC12V170はアナ
ログ領域とデジタル領域との間に挟まれる形になります。仕様どお
りの性能を発揮するには、この 2つの領域を分離しておく必要が
あります。

データ出力用のグラウンド・ピン (DRGND)には、出力ドライバの
ためのリターン電流が流れます。このリターン電流により、変換プ
ロセスにノイズが介入する可能性のある大きなトランジェントを発
生することがあります。このようなことが起こらないように DRGND
ピンは、ADC12V170のいかなるその他のグラウンド・ピンに近接
したシステム・グラウンドにも接続しないでください。

ノイズの多いデジタル回路とノイズに高感度なアナログ回路との間
の容量性結合により、変換性能が低下する可能性があります。
解決方法として、アナログ回路をデジタル回路から十分に分離さ
せたレイアウトを行い、クロック信号の配線パターンを最短にしま
す。

デジタル・スイッチング・トランジェント ( デジタル回路の瞬間的ス
イッチング電圧によるオーバーシュート/アンダーシュート)は高周波
成分を大きく発生するので、グラウンド・プレーンの総銅箔重量は、
ロジック回路の生成するノイズにはあまり影響がありません。これ
は、表皮効果によるためです。グラウンド・プレーンの体積よりも、
全表面積の方が重要です。

一般に、アナログ、デジタルの配線パターンどうしのクロストークを
防ぐには、両者の配線パターンを互いに 90°で交差させるのが望
ましいとされています。しかしながら、高速 /高分解能のシステム
で精度を最大限にするためには、アナログ信号ラインとデジタル信
号ラインが互いに交差する配線は避けなければなりません。クロッ
ク・ラインは最短にし、他のデジタル・ラインを含むすべてのその
他のラインからアイソレートすることが重要です。クロック・ラインが
一般的に受け入れられている90°でA/D信号ラインを互いに交差
させる方法は、高周波でのちょっとしたカップリングによる問題が起
こる可能性があるので避けるべきです。これは、その他のライン
がクロック・ラインにジッタを招き、結果的に SN 比の劣化につな
がります。また、クロックが高速だとアナログ回路にノイズの生じる
場合もあります。

高速 / 高分解能で最大限の性能を得るには、まっすぐの信号経
路に配線することで実現できます。これは、すべての部品を通る
信号経路をできる限りまっすぐな直線に配線することです。
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インダクタとトランスのレイアウトには特に注意してください。相互イ
ンダクタンスにより、インダクタを使用する回路の特性が変わりま
す。複数のインダクタを使用する場合には、決して並べて配置し
ないでください。たとえインダクタ部品全長の一部であっても並べ
て配置してはなりません。例えば、アナログ入力用とクロック入力
用のトランスは互いに 90°に配置して磁気結合を避けるようにして
ください。

アナログ入力は、スプリアス信号の入力へのカップリングを避ける
ために、ノイズを生じる信号経路から十分にアイソレートしてくださ
い。コンバータの入力ピンとアナログ・グラウンドの間、またはリファ
レンス入力ピンとグラウンドに接続される任意の外部回路 (例えば
フィルタ用のコンデンサ )は、グラウンド帰路中の非常にクリーンな
ノイズの少ない 1点で接続してください。

すべてのアナログ回路 ( 入力アンプ、フィルタ、リファレンス電圧
回路など ) はボード上のアナログ領域に配置してください。すべ
てのデジタル回路とデジタル入出力 (I/O) は、デジタル領域に配
置してください。ADC12V170は、それらの両者の領域の中間に
配置します。さらに、リファレンス電圧回路と入力信号に関連す
る回路に含まれているすべての部品は、そのリターン側どうしを短
い配線でノイズのない一点に接続してからアナログ・グラウンド・
プレーンに落としてください。すべてのグラウンドへの接続は、グ
ラウンドへの経路が低インダクタンスになるように配線してくださ
い。

7.0 ダイナミック特性

最高のダイナミック特性を実現するために、CLK入力をドライブす
るクロック信号源は遷移時間が短くジッタのないものでなければな
りません。Figure 5 に示されるようなバッファを用いてクロック・ツ
リーを構成し、A/D コンバータのクロック信号をその他のデジタル
回路からアイソレートしなければなりません。クロック・ツリーに使
用するゲートの動作可能周波数は、発生したジッタを阻止する場
合に使用するゲートの動作可能周波数よりも大幅に高い値にす
る必要があります。差動クロックよりもシングルエンド入力駆動の方
が最高性能が得られます。

セクション 6.0で述べたように、A/Dコンバータのクロック・ラインを
できる限り短くかつその他の任意の信号から十分に離して置くこ
とは、良い手段です。別の信号はクロック信号にジッタを招く可能
性があり、SNR の性能劣化につながる場合や、クロック信号が
原因でほかの配線にノイズを生じることもあります。信号ラインが
互いに 90°に交わっている場合でも容量性のカップリングが起こる
ので、クロック・ラインは 90°の交差もしないでください。

FIGURE 5.   Isolating the ADC Clock from other Circuitry 
with a Clock Tree
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外形寸法図 単位は millimeters 

48-Lead LLP Package
Ordering Number ADC12V170CISQ 

NS Package Number SQA48A 



IMPORTANT NOTICE 




